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１．評価結果 

評価ランク：Ａ 

 

２．委員の指摘及び提言概要 
 環境問題として注目度が高いマイクロ・ナノプラスチックの生体影響を、ラットにポリプロピ

レン粒子を吸入曝露することにより調べている。吸入曝露装置を用いた実験系は構築が難しい

が、急性影響ではあるものの最小毒性量が 2 mg/m3であることを示した点、また吸入曝露と気管

内注入試験における影響の比較から様々な知見が得られた点は評価できる。また、培養細胞系を

用いた試験を追加して、粒子表面の修飾基が炎症系遺伝子の変化に及ぼす影響に関するデータを

示せた点も評価できる。一方でプラスチックの種類、大きさ、形状、表面状態が生体影響に関係

すると予想されることから、今後さらに具体的、かつ詳細な検討が必要とされる。本研究では高

濃度吸入曝露実験が行われているが、実大気中のレベルは非常に低いと考えられるので、より低

濃度のマイクロ・ナノプラスチックの影響評価が望まれる。 

 
 


